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実験には，体重150~200gの雄性S-D系ラットを用い，その背部皮下に NaF7mg/lOOg体重， SrC1 2







この低石灰化層の他に， CMR所見として，高石灰化層がNaF ， SrC1 2 投与群にわいて観察された。
すなわち ， NaF投与群でトは，低石灰化層に接する象牙質側のエナメル質に， SrC1 2 投与群では ， NaF 
投与群とは反対に低石灰化層のエナメル芽細胞側に，それぞれ高石灰化層が認められた。これらを電
顕で観察すると， NaF投与群のその部の結晶は，同時期のエナメル質全層の結晶中最も大きく成長し





と考えられる。また，高石灰化層の成因については， NaF投与群にみられたものは， F- の結晶成長
促進作用によるものと考えられ， SrCl 2 投与群のそれは，エナメル芽細胞が不完全な回復状態で形成
した異常基質と ， Sr 2+による溶解度積の減少によって生じたものと考えられる。
象牙質においては， CMR によって，エナメル質側と歯髄側に二つの反応がみられ，各反応、はNaF

















成ー輸送系の障害，ピロ燐酸の除去機構の障害などの他， Sr 2+, EHDP の結晶の形成や成長への阻害
作用が挙げられる。一方， NaF投与群のみに認められた高石灰化層は Fーによる結晶形成促進作用に




本研究は， NaF , SrCI 2 , EHDPの実験的投与によって惹起されたラット切歯エナメル質及び象牙
質の形成障害の様相を詳細に検討したものである。
その結果，エナメル質では，すべての投与群に低石灰化層が認められ， NaF , SrCl 2 投与群には高
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石灰化層が認められた。なお， EHDP投与群では高石灰化層は認められなかった o NaF投与群の高石
灰化層は，成長が促進された結晶から成り， SrCl 2 投与群では，密に堆積した繊細な結晶から成って
いることが明らかにされた。一方，象牙質では，すべての投与群において，エナメル質側と歯髄側に
二本の反応層が認められた。前者は物質投与時の象牙質の石灰化前線に，後者は象牙前質形成端に生
じたものであることが明らかにされた。
本論文は，これら物質投与による歯牙形成障害の成り立ちの解明に有益な示唆を与える価値ある業
績であり，歯学博士の学位を得るに十分値するものと認める。
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